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成 果 の 概 要 
工学研究科建築学専攻・准教授 谷昌典 

 
１．会議概要 

世界地震工学会議は，International Association for Earthquake Engineering（世界地震工学会）

が主催する地震工学に関する国際会議として最大のもので，1956 年に第 1 回が開催されてから，

近年では 4年に 1度の頻度で開催されている。本会議の目的は，地震工学に関する最新の技術，

研究成果などについての情報交換および意見交換を行う場所を提供することにあり，地震工学

に携わる技術者・研究者らが世界中から集まる国際会議である。第 16 回となる今回は，2017
年 1 月 9 日（月）～13 日（金）の日程で，チリ共和国サンチアゴ市内の Casa Piedra にて開催

され，2,000 件を超える論文発表（ポスター発表含む）が行われた。なお，次回の会議は 2020
年 9 月 14 日～18 日に宮城県仙台市で開催されることが会議期間中に開かれた総会において決

定された。 
 
２．成果概要 

 今回の国際会議では，「Full-Scale Static Loading Test on a Five Story Reinforced Concrete 
Building (Part2: Damage Analysis)（実大 5 層鉄筋コンクリート造建物の静的載荷実験 その 2：
損傷分析）」という題目で口頭発表を行った。本発表は，建築物の地震後継続使用を可能とす

ることを目的に，袖壁の構造性能を有効活用した実大スケールの鉄筋コンクリート造 5 階建て

建物試験体の静的載荷実験の実験結果に関するもので，連番で投稿した論文 3 編（その 1：実

験結果概要，その 2：損傷分析，その 3：増分解析）の 2 編目である。本論文では，地震後に

柱，梁および壁に残留するひび割れの幅や長さ，コンクリートの剥落面積といった損傷に関す

る詳細な実験計測データを示すとともに，これらの損傷に関する実験データと地震後の建物の

安全性および継続使用性との関係について，大地震発生後に一般的に実施される震後診断法に

基づいて分析を行った結果を報告した。なお，会議では，注目度の高い研究対象については

Special Session が編成され，2010 年チリ・マウレ地震や 2011 年ニュージーランド・クライスト

チャーチ地震をはじめとする，近年の国内外の地震被害により多くの研究者が注目する鉄筋コ

ンクリート造耐震壁に関する Special Session（64SS - Reinforced and High Performance Concrete 
Structural Walls - Performance Issues, Modeling & Testing）での発表であった。発表内容が，袖壁

を構造的に有効活用するという，海外ではあまり浸透していない考え方であったこともあり，

発表後の質問は多くはなかったが，会議期間中には他の研究者と意見を交わしたり，発表を聴

講することによって，多くの海外の研究者と交流を深めるとともに，鉄筋コンクリート構造に

関する最新の研究内容について情報収集することができた。 
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